
～

を
実
践
し
て
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０ 

  

24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す

 

警
察
安
全
相
談
窓
口

　
岡
山
県
警
察
で
は
、
警
察
本
部

や
各
警
察
署
に
警
察
安
全
相
談
窓

  

募
集
し
ま
す

 

普
通
救
命
講
習
受
講
者

　

突
然
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
人
を
救
う
に
は
、
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ

ん
も
、
万
が
一
の
と
き
に
役
立
つ

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

　
瀬
戸
内
市
消
防
本
部
で
は
、
９

月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
に
あ
わ

せ
て
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
９
日
（
日
）
午
前

　
９
時
〜
正
午

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
消
防
本
部

▽
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　
無
料

▽
申
込
期
限　
９
月
６
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

消
防
本
部
警
防
課

  

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す

 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

９
月
21
日
（
金
）
か
ら
30
日

（
日
）
ま
で
の
10
日
間
、「
交
通

ル
ー
ル　
守
っ
て
広
げ
る　
無
事

故
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
日

没
が
早
く
、
夜
明
け
は
遅
く
な

り
、
例
年
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

　
一
度
に
出
す
ご
み
の
量
が
少
な

い
人
の
ご
み
袋
購
入
の
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
燃

え
る
ご
み
袋
の
「
小
」
サ
イ
ズ
よ

り
、
さ
ら
に
小
さ
い
「
特
小
」
サ

イ
ズ
を
新
し
く
販
売
し
ま
す
。

　
「
特
小
」
サ
イ
ズ
は
縦
56
㌢
、

横
39
㌢（
ま
ち
を
含
む
）で
、「
小
」

サ
イ
ズ
に
比
べ
て
、
容
量
は
約
３

割
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
指
定
ご
み
袋

取
扱
店
で
、
10
月
１
日
か
ら
販
売

す
る
予
定
で
、
販
売
価
格
は
10
枚

入
り
で
１
０
０
円
で
す
。

　
た
だ
し
、
店
舗
に
よ
っ
て
取
り

扱
っ
て
い
る
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
普
段
利
用
し

て
い
る
店
舗
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
今

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

市
指
定
の
燃
え
る
ご
み
袋
に

「
特
小
」
サ
イ
ズ
が
加
わ
り
ま
す

　安全安心の地域づくりを目指すため、牛窓町牛窓地区の自治会や学校、
ＰＴＡなどを対象に、（財）自治総合センターの宝くじ助成金（共生の地
域づくり助成事業）を活用して、「牛窓地域づくり研修会」を年間を通じ
て開催しています。
　６月 10 日、牛窓町公民館で第１回目の研修会を開催し、約 70 人が参
加しました。研修会では、瀧本浩一氏（山口大学大学院准教授）による「こ
れからの牛窓の安全安心を考える」と題した講演を行いました。瀧本氏
は「地域活動、地域活性化を進めるにあたっては、まず地域力を高める
ことが必要。災害が多発する現代で「安全安心」をテーマに、災害・防
災をうまく活用して地域の結びつきやその活性化を図ってほしい。」と呼
び掛けました。
　また、長尾トモ子氏（福島県議会議員）を講師に招いて、「東日本大震
災による福島県の現状」を主題として、原発事故など震災の体験談や人
と人との繋がりの大切さについての講演も行いました。
　研修会を通じて、地域全体で「安全安心に向けて地域として今からで
きることは何か」を考え始めています。
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９ｰ２２ｰ３９０４

使
っ
て
い
る
袋
よ
り
も
小
さ
い
サ

イ
ズ
の
袋
で
ご
み
出
し
が
で
き
る

よ
う
、
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

  

あ
な
た
の
家
庭
も
宣
言
し
ま
せ
ん
か

 

ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
瀬
戸
内
宣
言

　
「
紙
ご
み
の
分
別
・
資
源
化
」

「
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
水
切
り
の

徹
底
」
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に
取

り
組
む
家
庭
を
対
象
に
、「
ご
み

ダ
イ
エ
ッ
ト
瀬
戸
内
」
宣
言
の
ス

テ
ッ
カ
ー
と
宣
言
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
は
玄
関
な
ど
に
、

宣
言
書
は
台
所
な
ど
の
家
庭
内
の

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
示
し
、
家

族
全
員
で
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
と
宣
言
書
は
、
生

活
環
境
課
、
各
支
所
、
出
張
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

︻
宣
言
す
る
主
な
内
容
︼

　

・
ざ
つ
紙
な
ど
の
紙
ご
み
の
分
別

　
を
徹
底
し
ま
す
！

　

・
生
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
み
ま 

　
す
！
（
堆
肥
化
ま
た
は
水
切
り

　
の
徹
底
）

　

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
・

　
繊
維
類
は
、
必
ず
資
源
化
し
ま

　
す
！

　

・
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
を
心
が

　
け
ま
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

支えあい・助けあいのあふれる地域づくりを考える

～共生の地域づくり事業～

口
を
設
け
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
事
件
・
事
故
で
困
っ
て
い
る
場

合
や
、
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
児

童
虐
待
、
悪
質
商
法
、
振
り
込
め

詐
欺
事
案
な
ど
の
、
生
命
・
身
体

へ
の
危
害
や
、
財
産
に
損
害
が
お

よ
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
な
ど
に

つ
い
て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
者
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
な
が
ら
防
犯
指
導
・
助

　あなたが主役！ 

　ごみダイエット瀬戸内

　夏場のごみ出しの日に、ごみ袋を持って
「重い！　そういえばスイカの皮を入れた

わ！」と思ったことがある人もいるのでは
ないでしょうか。
　水分を多く含む生ごみは、重いだけでな
く、処理場で焼却する際に、大量のエネル
ギーを使ってしまい、効率的な焼却の大き
な妨げにもなってしまいます。
　そこでお勧めするのが「天日干しダイ
エット」です。本紙に折り込みの緑色のチ
ラシ「ごみダイエット通信」では、スイカ
の皮を使った「天日干しダイ
エット」を紹介しています。
ぜひご覧ください。

言
を
行
い
、
事
件
・
事
故
の
未
然

防
止
や
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
り

ま
す
。

■
相
談
先

　

・
警
察
本
部
の
警
察
総
合
相
談
電
話

　

☎
＃
９
１
１
０

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

０
１
１
０

　

・
瀬
戸
内
警
察
署

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
県
民
応
接
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０ 

「まずは地域に元気を」と話す瀧本氏 福島県の現状について話す長尾氏

心肺蘇生法などを学ぶ 普通救命講習

活
環
境
課
、
各
支
所
、
出
張
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
を
徹
底
し
ま
す
！

燃えるごみ袋  大
（販売価格 10 枚 200 円）

ステッカー（上 )  ／  宣言書（下）

燃えるごみ袋  小
（同 150 円）

　10 月から新しく
　販売する予定の
　燃えるごみ袋
　特小（同 100 円）

宣
言
書
は
台
所
な
ど
の
家
庭
内
の

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
示
し
、
家

族
全
員
で
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
と
宣
言
書
は
、
生

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
今

出
る
ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に
取

り
組
む
家
庭
を
対
象
に
、「
ご
み

ダ
イ
エ
ッ
ト
瀬
戸
内
」
宣
言
の
ス

　
ス
テ
ッ
カ
ー
は
玄
関
な
ど
に
、

その①

ごみ減量速報
　平成 24 年 4 ～７月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 751㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 4.0％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 204㌘です。
　これは、レモン２個
分に相当します。
　引き続き、ごみの減
量 に ご 協 力 を お 願 い
します。

　引き続き、ごみの減
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